
《隠された庭への道》に行き、門から歩きながら耳を澄ませてみよう。

「じゃばじゃば」の音は、７つの泉の小さな噴水だね。

「じゃばじゃば」の次は、円錐だ。
音が内部で反射し、共鳴して響き、「ぼわぁんぼわぁあああん」と聞こえる。
これは、円錐の形状によって音が増幅されるからである。

よって、円錐に当てはまる”不思議なパーツ”は、三角形だ。



《そりのあるかたち》を触ってみよう。

《そりのあるかたち》を触って、当てはまる特徴を2つ選ぶ必要がある。

雪の上で滑走するソリはない
ツルツルした部分は

棒状にまっすぐ立っていない

人間の形をしたオブジェではない岩の部分に文字は刻まれていない

よって、
同じ長さの辺が二つず
つあり、
角が４つある
”不思議なパーツ”は、
長方形である。



《ヴィーゲラン広場》は
グスタフ・ヴィーゲランが制作した
５種類の彫刻が配置されている。

《ヴィーゲラン広場》を実際に歩いてみよう。

トライアングル

母と子

木の枝をすべり
ぬける少女

腰に手をあてて
立つ男

男と女

そのルートに沿って道を歩いてみると、カタカナのカの字 になった。
”不思議なパーツ”は、カタカナのカ、つまり 4の字の形をしたパーツ だ。

２ 1と木

１

２
３

数字は人間の数を表している。

《トライアングル》は3人の人間で、
《母と子》《男と女》は2人の人間で、
《腰に手をあてて立つ男》は1人の人間
で、
《木の枝をすべりぬける少女》は1人の
人間と1本の木で、
構成されていることがわかる。



《のどちんことはなのあな》を触って観察してみよう。

《のどちんことはなのあな》を上から下、穴の中までじっくり触ってみると、

穴の中はツルツルなので✖

穴は全部で6つあるので✖

人の体ではないので✖

触ると、ツルツルしているので✖

正しいものの文字を上から読むと、「かたかなのこ」になる。
よって、不思議なパーツはカタカナのコの形が答えだ。



子どもアトリエ内にある箱を触ってみよう。

３種類の素材が入っていた。

御影石・安山岩・赤えぞ松、３種類の自然素材を使った彫刻は《北斗まんだら》しかない。

《北斗まんだら》の不思議なパーツの特徴は「植木鉢」。
触った感触で選ぶと、緑の台形が植木鉢のようだ。
よって答えは下のパーツだ。

御影石 安山岩 赤えぞ松

ツルツルした石　　 ゴツゴツした石　　　 木の葉っぱ



LINEに「説明」と入力すると、音声が流れた。

 その音声では、こう話していた。

それぞれ、どの彫刻について説明しているのだろうか。

説明3
芸術の森の中でもひときわ存在感があり、
不思議なことで有名な彫刻だ。
あなたにも正面からこの不思議な彫刻をよく見てみてほ
しい。
門のような赤い枠の中に、
なぜだろう、銀色の逆三角形が浮いている んだ。
目に見えない力でも働いているのだろうか。

説明2
この彫刻の特徴は語る人によってそれぞれ。
「ポキ、バタン」 という人もいれば、
「ポツン」という人もいる。
年月を経てだいぶ朽ちている。
だから寂しさも感じるけど、
新しい植物がその朽ちた木から生えてきて、
自然と一体となっていく美しさもある。

説明1
上が白で、下がキラキラしている彫刻だ。
例えるなら風力発電みたいな仕組みで、
風がふけば、くるくる、くるくる 。
この彫刻を通して、まるで目に見えない自然からのメッ
セージを聞いているようだ。

上が白で、下がキラキラ。風の力で、
くるくる回っている作品は《雲の牧場》だね。

4本の木が次第に朽ちていく様子を表現して
いる。『ポキ、バタン』は木が折れる音を、
『ポツン』は現在、1本だけが立っている寂し
さを感じる作品だね。

赤い枠と銀色の逆三角
形が浮いている作品と
言えば、《異・空間》以外
には考えられない。その
浮遊は、実は磁石の力
で反発し合っているから
だ。



説明１〜３に当てはまる彫刻に対応するマークを、線で繋いでみよう。

繋いで現れた形を、不思議なパーツから探そう。そう、鳥のくちばしのパーツが答えだ。

表面裏面


